
第181回　中小企業景況調査（2025年7-9月期）　九州・沖縄

１．業況感

業況判断ＤＩ（今期の水準） 業況判断ＤＩ（前期比季節調整値）

※今期の業況について「良い」「ふつう」「悪い」で質問 ※前期（2025年4-6月期）と比べて「好転」「不変」「悪化」で質問

２．仕入単価・販売単価

原材料・商品仕入単価ＤＩ（前年同期比） 売上単価・客単価ＤＩ（前年同期比）

※前年同期（2024年7-9月期）と比べて「上昇」「不変」「低下」で質問 ※前年同期（2024年7-9月期）と比べて「上昇」「不変」「低下」で質問

＜調査概要＞ 調査時点は2025年9月1日、調査対象は中小企業基本法に定義する全国の中小企業

今期の調査対象企業数：18,826　　有効回答企業数：17,956　　有効回答率：95.4%　うち、九州・沖縄：2,773企業

　※本資料の集計対象の都道府県は、福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県です。

九州・沖縄地域の中小企業の業況判断DI（今期の水準）は、全産業で前期（2025年4-6月期）より0.3ポイント減

の▲20.3と2期ぶりにやや低下した。産業別にみると、建設業、製造業で上昇し、卸売業、小売業、サービス業で低下し

た。

原材料・商品仕入単価DIは、全産業で前期より3.3ポイント減の70.2と4期ぶりに低下した。産業別にみると、卸売業で

上昇し、建設業、製造業、サービス業、小売業で低下した。また、売上単価・客単価DIは、全産業で前期より0.9ポイント

減の16.9と3期ぶりにやや低下した。産業別にみると、卸売業で上昇し、サービス業、製造業、小売業で低下した。
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来期見通し
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第181回　中小企業景況調査（2025年7-9月期）　九州・沖縄

３．採算 ４．従業員過不足

採算ＤＩ（今期の水準） 従業員過不足ＤＩ（今期の水準）

※今期の採算について「黒字」「収支トントン」「赤字」で質問 ※今期の従業員について「過剰」「適正」「不足」で質問

５．九州・沖縄の中小企業の声

※中小企業景況調査の自由回答(フリーコメント)

採算DIは、全産業で前期より1.8ポイント減の3.2と2期ぶ

りに低下した。産業別にみると、製造業、小売業で上昇し、

卸売業、サービス業、建設業で低下した。

従業員過不足DIは、全産業で前期より0.7ポイント減の▲

24.7と2期ぶりにやや低下した。産業別にみると、卸売業、

小売業で上昇し、建設業、製造業、サービス業で低下し

た。

全 3.2

製 0.8

建 21.7

卸 10.9

小 ▲ 9.6

サ 5.9

▲ 60

▲ 40

▲ 20

0

20

40

7
-9
月
期

1
0
-1

2
月
期

1
-3
月
期

4
-6
月
期

7
-9
月
期

1
0
-1

2
月
期

1
-3
月
期

4
-6
月
期

7
-9
月
期

1
0
-1

2
月
期

1
-3
月
期

4
-6
月
期

7
-9
月
期

2022 2023 2024 2025

全 ▲ 24.7

製 ▲ 20.2

建 ▲ 49.8

卸 ▲ 21.8

小 ▲ 12.8

サ ▲ 26.2

▲ 60

▲ 40

▲ 20

0

20

40

7
-9
月
期

1
0
-1

2
月
期

1
-3
月
期

4
-6
月
期

7
-9
月
期

1
0
-1

2
月
期

1
-3
月
期

4
-6
月
期

7
-9
月
期

1
0
-1

2
月
期

1
-3
月
期

4
-6
月
期

7
-9
月
期

2022 2023 2024 2025

業況判断の背景 業種

建築業は物価高騰により、新築・建売業・リフォーム業の仕事がない。機械等の修理など経費もかかる上、仕入価

格も高騰しており、経営は難しい状態にある。
製造業 一般製材業

生コン等価格の上昇が尋常でなく、２年で1.5倍以上。また木、プラ等の処分代も連絡なしで次々と値上価格で

請求が届く。少しずつ建設業の形が変わっていることを実感。他社と差別化した技術の必要性を感じる。
建設業 造園工事業

地元の生鮮スーパーや個人店などが、大手総合スーパーなどの進出により衰退した。大手さんの取り引き先は決まっ

ていて、我々には新たな取引先がない状況にある。
卸売業 果実卸売業

物価高騰が続き、嗜好品であるお酒などは買い控え、あるいは安価なものへと消費者の思考の変化があるようだ。

又、昔ながらのお中元・お歳暮の習慣がかなり少なくなっている。
小売業 酒小売業

暑さのせいか、今年はスポーツ団体等の予約のキャンセルが多くあり、地元の工事も少ないので、県外からの滞在客

が少なかった。
ｻｰﾋﾞｽ業 旅館，ホテル

従業員不足だが、受注の落ち込みで、生産は、調整出来ている状況。損益としては、赤字が続いている。受注が

戻ってきた場合は、生産が間に合わないことが目に見えているが、現状では、新規採用は出来ない。
製造業

銅・同合金鋳物製

造業（ダイカストを

除く）

県内における建設ラッシュのため、受注見込みは多数あるが、資材費・人件費高の高騰は避けられない状況。工事

の受注金額の増額が課題と見込まれる。
建設業

一般電気工事

業

価格転嫁が比較的受け入れられやすい環境から、収益的には好転しているが、数量は低下しており、ボリュームアッ

プが課題である。
卸売業 米麦卸売業

地域の人口減少とともに高齢化が進み購入金額の低下が著しい。新しいマーケットについてはネットを利用した形に

益々移行していると思われる。新しい取引、新しいサービスを現地域でも取組み可能な形を模索である。
小売業

電気機械器具

小売業（中古

品を除く）

辛うじて学生アルバイトが確保できているが、正従業員が少ないため、日によってはメニューを限定せざるを得ない状

況である（調理できる従業員が確保できない）。先行き不安であるが、「今」を精一杯やるしかない。
ｻｰﾋﾞｽ業

他に分類され

ない飲食店

現

状

見

通

し


